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Special Event

企画広報部会

今年も盛大に開催！
新春恒例・賀詞交歓会

　去る１月15日、キョート・グランドホテル＆ガーデンにて、新春恒例の賀詞交歓会を開催した。昨年
に引き続き、南加日商、日米協会、全米日系人博物館、日米文化会館の代表者、ロサンゼルス市警からテリー・
ハラ副本部長にも参加いただき、420人の多彩な顔ぶれが集結した。お楽しみのドアプライズを提供し
ていただいた企業数も93社と、参加者共々、昨年度を大きく上回る盛会となった。　（次ページへ続く）

不景気を吹き飛ばす威勢の良い鏡割り。（左から）佐野企画広報部会長、ハラLAPD副本部長、伊原総領事、木畑会長
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2010年のJBAの展望

新会員の獲得と
日系アメリカ人社会との関係強化が課題

　開場の午後６時前から、会場と
なったキョート・グランドホテ
ルのバンケットルームに続々と参
加者らが詰めかけ、カクテルタイ
ムを楽しむ姿が。そして、今年も
UTB の岡野さんの軽妙な司会で
幕を開けた。余興として、ステー
ジでMiyuki さんによるゲタダン
スの実演が披露された。和装にゲ
タ姿で、和傘や面を持って髪を振
り乱す激しいダンスに、参加者一
同の注目が集まった。
　まず、木畑捷三 JBA 会長が開
会の挨拶を行った。

　「昨年は未曾有の世界大不況に遭
遇しまして、会員の皆様も大変苦労
なさっていると思いますが、今日、
このように元気なお顔を見せていた
だきまして、我々一同、心よりお慶
び申しあげます。JBAも不況の影
響を受けまして、会員数が減少傾
向でございます。会員数の確保が
JBAの活動の原動力となる財源の
確保につながってきますので、新会
員の確保をJBAとして積極的にや
っていきたいと思います。
　昨年６月に鈴木前会長から会長
職を引き継ぎまして、JBAの現在
の課題と考えておりますのは、ま
ず、あさひ学園の質の維持とさら
なる向上です。会員数の減少と共
に、あさひ学園の生徒数も減少傾
向です。これにはやはり、新会員
を獲得することで、皆様の絶大な
るご支援とご協力をお願いする次
第です。
　さらに日系アメリカ社会、ローカ
ルソサエティーとの親睦交流を強化
していきたいと思います。現在、商
工総務部会で、そのための方策を練
っているところです。総領事館から
も支援をいただきます。
　また、２年前から環境委員会を発
足し、企業活動への提言などさまざ
まな活動を続けています。今後も全

米で環境問題に最も敏感なカリフォ
ルニア州に貢献していきたいです。
会員の皆様の環境委員会への積極的
な参加もお願いします。
　今年もまだ景気回復のニュース
はございませんが、それを横に置
いて、今日は皆さんに元気よく楽
しんでいただきたいです」。

昨年をさらに上回る豪華賞品　　
軽妙な掛け合いに笑いも起こる

　木畑会長が、JBAの今年の課題
に触れながら挨拶した後に、ロサ
ンゼルス日本国総領事館から伊原
純一総領事が演台に立った。
　「今年は正念場、“Moment of 
the truth”が来ると思っていま
す。ロサンゼルスで私たちができ
ることは何かと考えますと、日米

関係を強固にしていくことです。
日米の友好関係を強化するような
行事に、総領事館として一生懸命
取り組んでいきますので、皆さん
のご協力も得たいと思っておりま
す。今年は安保 50 周年にあたる
ということで、６月の下旬に自衛
隊の練習艦隊が３隻、サンディエ
ゴに停泊します。これにあわせて
主にサンディエゴで、日米の友好
関係をより盛り上げるような行事
をしていきたいです。その中で、
かつて日本に駐留経験のあるアメ
リカの軍人さん、日本人と結婚し
たアメリカの軍人さんと家族。そ
ういった人たちとの関係を、今年
はできるだけ掘り起こして、日米
のグラスルーツでの関係を強化す
るように努力していきたいと思っ
ています。総領事館として色んな

Special Event

（→１ページから続く）

「新会員の獲得と日系人社会との交流が今年の課題」と木畑会長

Miyukiさんによる和洋折衷のゲタダンスの実
演は、会場の注目を集めた
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Special Event

事業に取り組むにあたって、JBA
の皆さんのご支援とご協力は不可
欠でございます。今年も色んな形
で協力を求めていくことになると
思いますが、どうかよろしくお願
いします。皆さんもそれぞれのお
仕事で、コミュニティーの活動
で、ご健闘ください」。
　伊原総領事の挨拶が終わると、ゲ
ストとして出席した南加日商、日米
協会、LAPD、全米日系人博物館、
日米文化会館からの代表者の紹介が
行われた。そして、続いて鏡割りが
ステージ上で執り行われた。木畑会
長、佐野学企画広報部会長、伊原総
領事、テリー・ハラLAPD副本部
長の４人が酒樽を威勢良く割り、会
場から「ワッ」と歓声が上がり、拍
手がわき起こった。
　乾杯のために会場にドリンクが
振る舞われると、JETROの木村茂
所長が寅年にちなんだ歴史上のエピ
ソードを披露し、乾杯の音頭を取っ
た。その後は雑煮やおせちといった
お正月料理を楽しみながらの歓談の
時間となった（参加者の新年の抱負

は４～６ページに掲載）。
　そして、毎年参加者の誰もが楽
しみにしている賀詞交歓会の目
玉、豪華賞品が当たる抽選会が始
まった。今年は昨年をさらに上回
る 93 社の会員企業から素晴らし
い賞品の数々が提供された。持ち
きれないほど賞品がたっぷり入っ
た福袋を始め、フォトプリンタ
ー、一流ブランドグッズ、DVD
プレイヤー、ギフトカードなど、
賞品の説明の度に会場から拍手と
歓声が起こった。
　佐野企画広報部会長が、名刺を「今年は正念場、“Moment of the truth”が来

ると思っています」と話した伊原総領事

ゲストとして出席したヤノ館長、半田会頭、ロバート･ブラッシュ氏（日米協会）、伊原総領
事夫妻、ハラLAPD副本部長（左から）

乾杯の音頭を取った
木村JETRO所長

参加者と企画・運営を担った企
画広報部会員への感謝とねぎ
らいの言葉で締め括った大倉
筆頭副会長

昨年以上に盛りだくさんの内容の福袋に当選
者は満面の笑み

インターコンチネンタルホテルの宿泊券とレスト
ラン食事券が当たったあさひ学園の長田さん（左）

デルタ航空の日本行き往復航空券が当たっ
た、Marukome USAの飯島さん（左）

引き当て当選者が続々と発表さ
れ、当選者らは満面の笑顔で賞品
を受け取っていた。インターコン
チネンタルホテルの豪華宿泊券と
食事券のパッケージでは、当選者
がなかなか決まらず、参加者らの
テンションがどんどんヒートアッ
プしていった。厳しい経済状況の
中、デルタ航空からは日本行き往
復航空券が提供された。同社担当
の吉田さんと司会の岡野さんとの
TVショッピングさながらの掛け
合いで、米国内航空券から最終的
に日本行き往復航空券までアップ

グレードし、会場が一体となって
盛り上がった。
　最後は大倉筆頭副会長が「お忙し
い中、お集まりいただきましてあり
がとうございます。ドアプライズに
もたくさんの商品をご提供いただき
感謝いたします。今年も皆様にとっ
て良い年でありますよう、元気を出
してやって参りましょう」と、賀詞
交歓会を締め括った。
　会場を出る際に参加者には、干
支の置物と、環境委員会から JBA
特製エコバッグがお土産として手
渡された。
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会場で聞きました！
皆さんの今年の抱負
※コメントと名前は写真左から

「JBAとして、まず会
員数の減少傾向を止
めたい。そして、もっと
もっと会員獲得を目
指したい。会員が多く
あって初めて活動が
活発化すると思います
ので。また、今までの
JBAの延長ではなく、
もっと新しいJBAにし
たいです」（木畑捷三
JBA会長）

「今年は、去年より経
済的にも、ビジネス的
にも一層良くなること
を望んでいます」（NTT
C ommu n i c a t i o n s
河村広行さん）

「家族と自分が健康
でいられるような年
にしたいです。また、
2009年はとてもチャ
レンジの多い年でし
たが、10年は良い１
年で、私自身、日本
とアメリカの架け橋
になれるよう尽力し
たいと思っています」
（LAPD　テリー・ハ
ラさん）

「前に進む。小さな
所にこだわらず、大き
な所でまとめる。そう
行きたいと思います」
（Alphanet　捧みよ
こさん）

「100年に１度の不況と言われ、私も今までにない
大変な状況を送りましたが、そういう時こそ笑ってお
正月を迎え、前向きに進むのみ。新しいことをドンド
ン考えて、発展して行こうと思っています」（Teruko 
Weinberg, Inc.　照子ワインバーグさん）。「昨年まで
が非常に悪かったので、今年は必ずそれよりも良い年に
なる、ならせるという気持ちで頑張りたいと思っていま
す」（Quest International, LLC.　宮本公明さん）

「今年は仕事もプライベートも充実した良い１年を過ご
せればなと思っています」（IACE Travel　小宮昇司さ
ん）。「心筋梗塞に注意して、心臓を１年間保たせよう
と思っています」（Delta Air Lines, Inc.　吉田浩三さ
ん）。「寅のようにアグレッシブにいきます！」（IACE 
Travel　長谷川大介さん）

「今年は、地道に一歩一歩、基礎固めの年にしたい
と思います」（All Japan News, Inc.　デビッド工藤
さん）。「メールマガジンを出しているんですが、どんど
ん色んなインフォメーションを発信していきたいと思っ
ています」（All Japan News, Inc.　アズマ・ケイコさ
ん）。「この度、『売れないモノは俺に任せろ!』って本
を出したんですけど、地道に今まで自分がやってきたこ
と、失敗してきたことを若い人たちに発信して、それが
成功の道につながるという事を伝えていきたいですね」
（Frec Food　雲田康夫さん）

「日本では公共投資の減少などがあり、海外における
期待というのが非常に高まっておりますので、それに向
けて我々も頑張っていきたいと思っております。本年も
よろしくお願いいたします」（OYO Corporation USA
神保正さん）。「今年は経済が回復します。GDP成長
2.4％を予想しています。きっと明るい年になろうかと
思いますので、よろしくお願いします」（Bank of the 
West　西尾幸記さん）
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「楽しい１年にしたいです」（Quick USA, Inc.　中川千
里さん）。「去年がひどかったので、今年は良い年にした
いと思っています」（Satoh Brothers International, Inc.
コヤマ・ケンさん）

「今年は飛躍の年にしたいと思っています」（ISS 
Translators, Inc.　柴山真実子さん）。「今年は去年の
分、盛り返せるように頑張ります」（ISS Translators, 
Inc.　西川由美さん）

「今年も頑張ってボケたいと思います」（Mitsui Soko 
USA Inc.　山田健さん）。「世間の景気は悪いですけ
ど、明るく元気に。2010年を乗り切ろうと思っていま
す」（CB RICHARD ELLIS　藤原良雄さん）。「早く一
人前になれるように頑張ります」（Reed Smith LLP　
木本泰介さん）

「不景気、不景気と言われてますけど、今年は景気良
く頑張ります。よろしくお願いします」（Access Five 
Communication, Inc.　タカハシ・シンさん）。「今年は
ドカンと、大きな仕事を取りたいです」（Access Five 
Communication, Inc.　イシヅカ・リュウヤさん）

「2009年は少し大変な１年だったので、今年は頑
張って良い１年にしたいです」（The Pacific Bridge 
Companies　永見ステファニーさん）。「今やってい
る仕事を、もっと大きくすること。そして、新しい家を
買うためにお金を貯めること」（The Pacific Bridge 
Companies　花田穂澄さん）

「今年も頑張ります。よろしくお願いします」（Yamato 
Transport　福島正剛さん）。「できる限りたくさんに日本
人の方を治療できるように、力の限り頑張りたいと思いま
す」（内田カイロ　内田有紀さん）。「今年も頑張ります。
それだけです」（Yamato Transport　田中那宙さん）

「仕事の方を充実させたいと思います」（米国三菱商
事　石川さとみさん）。「今年もよろしくお願いします」
（米国三菱商事　宮原恵子さん）。「ホントにみんな
が幸せで、良い年になってほしいと思っています」（All 
Nippon Airways　ロス美恵子さん）

Special Event

「トーランスで１番の日本のホテルを目指します」
（Miyako Hybrid Hotel　チェリー・デービスさん）。
「新しいホテルを軌道に乗せたいです」（Miya ko 
Hybrid Hotel　米田昭正さん）。「新しいホテルのオー
プニングに、初めて加わらせていただきました。一生に
１度あるかないかの貴重な経験だと思いますので、その
経験を活かして、これからも常にポジティブに、皆様か
らお力をいただいて、邁進してまいりたいと思います」
（Miyako Hybrid Hotel　日高衣音さん）

「元気に行きます」（interesse international inc.　菊
池正博さん）。「稼ぎます」（Japan Telecom, Inc.　サ
サキ・コウイチさん）。「元気です。『復活！』という感じ
で行きたいです」（Amnet　日高智さん）
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2010年JBA賀詞交換会
ドアプライズ提供企業リスト（93社）
今年も、昨年をさらに大きく上回る93社の会員企業の皆様から、
素敵なドアプライズを提供していただきました。おかげさまで、参加
会員の満足度も高く、盛況のうちに幕を閉じることができました。
厳しい経済状況の中、快くご協力いただいた提供企業の皆様に
感謝いたします。ありがとうございました。
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（社名アルファベット順）

「１年間、健康でいたいです」（Korean 
Air　ヨシバ・マユミさん）。「ストレスの
少ない、2009年よりもより良い年にし
たいです」（Korean Air　ジェフ・チョイ
さん）

「去年よりもさらに良い年に、有意義
な年になるように頑張ります」（Japan 
Telecom America　須藤真紀さん）。
「不景気に負けず、これを最大のチャ
ンスに活かして頑張ります」（Wo r l d 
People USA, Inc.　田村玲子さん）

「今年も日系企業様のリスクマネジメ
ント、各種保険の手配を頑張らせて
いただきます。よろしくお願いします」
（Cosmos Services America Inc.　
山本浩司さん、藤浪真理子さん）

「寅年だから、タイガースに勝ってほし
いですね」（CB RICHARD ELLIS　
酒井健司さん）。「明けましておめでと
うございます。今年は本当に良くなりそ
うな気がします」（KIRIN Brewery of 
America LLC　ランディー比嘉さん）

「アメリカに住んでいらっしゃる皆様
に、美味しいサッポロビールをたくさん
飲んでいただけるよう、頑張ってまいり
ます」（Sapporo USA, Inc.　後藤信宏
さん）。「工場が３年目に入りまして、我
が社のマルコメ味噌がより一層、より多
く、より広く日本食レストランに行き渡
るよう、頑張っていきたいと思っていま
す」（Marukome USA, Inc.　伏見和彦
さん）
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Pasadena, CA 91107
☎626-793-0669
FAX：626-793-0675
Web：www.eaglevinesgolfclub.com
責任者：伊藤通宏（Executive Vice President）
従業員数：150人（グループ合計）
他の営業拠点：ナパ、パサデナ、テメキュラ、エン
シニタス、コロナ

USJP Business Advisors

DATA

21250 Hawthorne Blvd. #700
Torrance, CA 90503
☎213-304-1014
FAX：213-341-2241
Web：www.usjp.com
責任者：遠山明彦（President）
コンサルタント数：７人
他の拠点：東京、大阪に提携事務所あり

DATA

新 入 会 企 業 紹 介

freeman,freeman & Smiley LLP

3415 S. Sepulveda Blvd. Suite 1200
Los Angeles, CA 90034
☎310-255-6100
FAX：310-391-4042
Web：www.ffslaw.com
責任者：Theodore J. Roper（Partner）
従業員数：102人（LA：83人、OC：19人）
他の営業拠点：アーバイン

■業務内容
　同社は、アメリカでの投資活
動を主業務とし、2002年にジョ
ニー・ミラー設計で、ナパにEagle 
Vines Golf Clubを新設し、05年
にオープンした。コースにはブド
ウ畑が点在し、収穫期にはワイ
ンの香りが溢れている。自社ブラン
ドのワインも、来年から出荷予定。
　シグネチャーホールは、６番ホールのパー３。そこか
らは、ナパバレーを代表する絶景が一望できる。フル
バックからだと7300ヤードとタフなコースで、うねっ
たフェアウェイ、池、段差のある早いグリーンと、ジョ
ニー・ミラーの巧みな設計が楽しめる。
　クラブハウスでは、日本人シェフが腕を振るっ
ている。ワイナリーを眺めての食事は、格別のひと
時と好評。もちろん、ナパのワイナリー巡りの途中
に、日本食を食べに立ち寄ることもできる。サンフ
ランシスコ周辺に滞在する駐在員のほか、同地へ
の出張などにも利用でき、その利便性は高い。
　また同社は、パサデナやワイナリーで有名なテメキュ
ラにベストウエスタンホテルを、北サンディエゴのエン
シニタスではハワード・ジョンソンを所有運営しており、
幅広いニーズに対応。さらに、リバーサイド郡コロナで
はAll Star Car Washを運営し、環境に優しい洗車サービス
"Ecology Car Wash"を地元住民に提供している。

■JBA入会動機
　「日系企業社員、ご家族の皆様に、一流ゴルフ場
でのプレーをお手軽な価格で楽しんでいただけ
ればと願っております。また、南カリフォルニア
のベストウエスタン、ハワード・ジョンソンは、
日系企業向け特別価格をご用意しております。
JBA会員の皆様のお役に立てましたら幸いです」
（Executive Vice Presidentの伊藤さん）

伊藤さん

■業務内容
　1976年創立の法律事務
所。現在はロサンゼルスと
アーバインに事務所を構え、
地元や全米だけでなく、世界
中にクライアントを持つ。業
務は、商法、税法、不動産法、
遺言トラスト、NPO関連、訴
訟などを主としている。
　扱う内容はそれぞれが特異なケースが多く、有
能な弁護士陣がクライアントと協力し、状況の確
認、評価などを的確に行っている。クライアントは
個人から企業、政府と多種多様で、企業に関して
は、Fortune 500内の成長企業なども含まれる。
　同事務所のミッションは、総合的かつ平等で、
熟慮したリーガルサービスを、高い道徳心とプロ
フェッショナル性に裏付けられた、最も効果的な
方法で提供することとしている。
　所属弁護士のほとんどが、社会的、文化的なコ
ミュニティープロジェクトや団体に所属する。各
機関のボードメンバーとして、あるいはNPO団体
の主導的立場の人材として活躍している。
　これからも引き続き、個々のケースに合った実
践的なリーガルサービスを提供することで、南カ
リフォルニアにおける成長を続けていきたいとし
ている。

■JBA入会動機
　「南カリフォルニアの日系ビジネスコミュニ
ティーと、より密接な関係を築きたいと思い、入会
いたしました。昨今では、巨大法律事務所に案件を
依頼すると、法外な弁護料を請求されますが、私
たちはJBA会員企業に、適正価格で高品質のリー
ガルサービスをご提供したいと考えております」
（PartnerのRoperさん）

Roperさん

■業務内容
　USJPビジネス・アドバイ
ザーズは、米国で事業を行
う日本企業の成功をサポー
トするコンサルティング会
社。優秀な技術やノウハウを
持った日本企業が、環境の異
なるアメリカ市場で成功す
るために、企業診断、マーケ
ティング戦略の策定、組織や管理体制の構築、マネ
ジメント人材の育成、業務の合理化、IT技術の有
効利用などを、顧客企業のマネジメントと共に推
進している。また、経営資源が限られた企業には、
経営、財務、ITなどの専門家をマネジメントチー
ムの一員として、パートタイムで提供している。
　最近のコンサルティング業界ではサービスの定
型化が進み、クライアントが本当に必要とするサ
ポートを提供できる組織が少なくなってきた。し
かし、同社は、それぞれの分野で平均20年以上の
経験を持ったコンサルタントが、各企業の事業目
標、現状、経営スタイルなどを把握した上で、変革
が必要な部分を見極め、各場面で最も効果的な方
法で改善活動を支援している。

■JBA入会動機
　「日本企業の南カリフォルニアでの事業の成功
をサポートすることは、JBAの大きな目的だと理
解していますが、それはUSJPのミッションでもあ
ります。部会活動やイベントへの参加を通して、少
しでもほかのJBA会員や地域コミュニティーのお
役に立ちたいと思い、入会させていただきました」
（Presidentの遠山さん）

遠山さん

DATA
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Seminar

企画広報部会
第133回ビジネスセミナー
「2010年　在米グローバル企業
成長戦略としてのM＆A」開催

昨年のM&Aは減少　 
今後2年間は横ばい

　 最初に、米国のM&A市場を見
てみましょう。2009年第 3四半期
末までの年間取引金額は約6000億
ドルで、前年の 1.2 兆ドルから約
50%も減少しています。同期間の
取引件数は7900件で、前年の1万
400件から 24%減少しました。取
引金額の減少割合が取引件数のそ
れを上回っているため、M&Aは小
規模化していると言えます。また、
金融機関による信用供与が収縮し
たため、ファンド等による買収が
大幅に減少し、事業会社による買
収が中心となっています。
 一方、5000万ドル以上のM&Aの
取引件数がほとんどの業種で減少
している中で、エネルギー関連や
防衛・航空関連の取引件数は増え

ました。また、防衛・航空関連、
メディア、食品以外の業種を除き、
取引金額倍率（事業の買収価格を金
利・税金・償却費控除前利益で除し
た倍率）は低くなったので、企業を
買いやすくなったと言えます。
　日本企業のM&Aの状況はどう
でしょう。2008年までのデータを
見ると、年間約3400件で推移して
いますが、実数はやや低下傾向に
あります。しかし、08年に金融機
関や製薬会社の大型の案件が相次
ぎ、取引金額は大幅に増加しまし
た。M&Aの海外の地域を見ます
と、08年度までは北米やヨーロッ

パ中心でしたが、今後は、中国、
インド、ASEAN諸国など、アジ
アでの案件が増加すると思われま
す。ただし、自動車関係、テクノ
ロジー、高級消費財は、依然とし
て北米、ヨーロッパの案件が多く
扱われています。
　今後2年間の日本企業によるク
ロスボーダーM&Aは、54%の企
業が横ばい、または若干の増加と
予想しております。

クロスボーダーM&Aを　 
成功に導くポイント

　私共とマージャーマーケットと
の調査によれば、成功の定義を「目
標達成割合80%以上」とした場合、
クロスボーダーM&Aの成功率は
全体の約 26%に過ぎません。失敗
の最大原因は、企業文化の違いに
戸惑ったためとなっています。
　そこで、買収対象企業をきちん

と調べ、正しく理解する「デュー
デリジェンス」、どの企業を買うべ
きかの「スクリーニング」、いくら
で買うべきかの「バリュエーショ
ン」が重視されると共に、買収戦
略の策定、リスクの評価、文化的
問題の解決などが成功要因として挙
げられています。これらをまとめる
と、M&Aの成功には、「戦略」「デ
ューデリジェンス」、そして、買収
後どうするかといった「PMI（Post 
Merger Integration）」の3点が大切
であることがわかります。
　一般にM&Aは、戦略→ターゲ
ットのスクリーニング→デューデ
リジェンス→ディール実行→PMI
というプロセスで行われます。ク
ロスボーダーM&Aの場合、言語、
地理的制約、税制や法規制などの
違いが多く、デューデリジェンス
の難易度は高くなります。また、
国内のM&Aで行われる複数の統
合委員会によるPMIも地理的な条

　去る12月18日、Miyako Hybrid Hotel Torranceで、第133回ビジネスセミナー
「2010年　在米グローバル企業、成長戦略としてのM＆A」を開催した。当日は、Deloitte 
& Touche LLPから、フィナンシャルアドバイザーの内山晃一氏、グローバル・ヒューマン
キャピタルコンサルタントの正田平八郎氏、マネジングディレクターのブライアン・ボゴシ
アン氏を招き、企業価値を最大化するM&Aの実践シナリオについて解説していただいた。 新しいホテルを会場に、熱心に３氏の講演を聞く参加者ら

1  内山氏の講演

自身が数多く手掛けたM&Aの事例を踏まえ、
わかりやすく解説する内山氏
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件から難しくなります。そこで、
予め「戦略」によってデューデリ
ジェンスやPMIのポイントを絞っ
ておくことが重要となります。し
たがって、クロスボーダーM&A
を成功に導くための 3つのポイン
トの中で最も重要となるのが、「戦
略」の立案であることを忘れない
でください。

Seminar

M&Aにおいて　 
買収側がすべきこと

　 M&Aにおいて、買収側は、その
売買が財務的に適正か、適正でない
かの評価を正しく行う必要がありま
す。そのためには、これから行おう
とする取引の適正な価値評価や、取
引遂行により発生しうる事象にどん
なものがあるのかということを、慎
重に検討しなければなりません。ま
た、買収価格を交渉する際、これら
の事象を適切に考慮して買収価格を
下げさせると共に、交渉後に起こり
うる裁判や調停を、最小限に留める
ようにしなければなりません。
　ファンドは、事業価値評価、出口
戦略、投資収益率、キャッシュフロ
ーなどを重要視します。事業会社も

同様に事業価値評価や投資収益率を
重要視しますが、それ以上に、売上
高、利益、1株当たり利益のほか、
事業展開地域、新商品ライン、買収
後のシナジー、新規販売網、税務上
の恩典等を戦略上重要視するかもし
れません。
　買収側が留意すべきこと
は 5 つ あ り ま す。 そ れ は、
「Quality of Earnings」「Future 
Cash Flow」「Quality of Assets」
「Potential Exposures」「Quality of 
Management」です。
　なかでも重要なのが、「Quality of 
Management」です。これは、対象
会社の経営陣がビジネス上の豊富な
知識を備えているかだけでなく、対
象会社の会計監査人に経営陣の印象
（保守的か強引か）を求めたり、経
営陣の予算・実績等の管理能力を見
たり、経営陣の身元調査を行ったり
して、この経営陣と一緒に事業を行
っていけるかどうかを見極めること
です。

ファイナンス面でのリスクや評価の重要性を説
くボゴシアン氏

アメリカ企業買収後の　 
統合方法を考える

　日系企業による買収後の統合に
おける課題を見てみましょう。
　M&Aで目指すべきことは案件
の「成立」ではなく、経営戦略
上の目的達成です。M&Aを成立
させることに一生懸命になり過ぎ
て、統合後の問題を先送りしては
いけません。M&Aにより何を成
し遂げたいのかが重要なのです。
目的を明確にし、「時間軸」と「目

標値」を伴う具体的なシナリオを
作成すべきです。具体性を欠いた
統合は、株主、顧客、社員といっ
た利害関係者からの評価、信頼を
失うリスクを伴います。
　また、シナジー効果の検討を十
分に行ってください。買収先の経
営資源を同一の会社としての視点
で捉え、シナジー効果が出せる領
域を洗い出し、効果創出のための
統合マスタープランを用意しまし
ょう。これには利害関係者を対象
にしたコミュニケーション戦略も
含まれます。
　複数領域を同時進行で進める日本
国内でのM&A統合と異なり、米国
企業買収の場合は、経験のあるスタ
ッフが不足していたり、日本から少
数しか派遣できないという事情があ
るため優先的に推進すべき領域の絞
り込みが大切です。
　クロスボーダーM&Aの場合、
異文化の企業を買収することにな
りますから、国内の企業を買う以
上に企業文化融合の重要性を認識
するべきです。日本人社員が「あ
うんの呼吸」で業務にあたり力を
発揮している日本企業は、それと
は裏腹に多様な文化を上手に管理
していくことはあまり得意ではあ
りません。異文化組織を引き継ぐ
十分な覚悟と知識・経験が必要と
なります。
　買収後のガバナンス戦略や統合
推進役であるトップのリーダーシ
ップが欠如するなど、このほかに
も日本企業にとっての落とし穴が
ありますので注意が必要です。
　次に、アメリカ企業を買収する

際の幹部報酬制度の留意点です。
米国の幹部報酬制度は支給水準
を始めとし日本とは大きく違いま
す。日本流の不用意な持ち込みを
して、幹部のやる気をそいだり、
人材流出してしまう事態を招く
と、買収した企業や事業の価値を
大きく損なってしまうことになり
ます。
　日系企業が取るべき報酬へのア
プローチとしては、以下の項目を
念頭に置いてください。
 1. 企業理念、ビジネスモデルを
軸としながら、会社の求める人材
像を明らかにしてください。そし
て、その人材をどのように処遇す
べきかを考えてください。
 2. 報酬データや市場のトレンド、
市場慣行などを正確に把握・理解
した上で、事実に基づいた判断や
決定を下してください。
 3. 求める業績を明確にし、業績評
価プログラムを整備した上で報酬
プログラムとつなげ、業績向上に
実効性のある仕組みを作ってくだ
さい。
　最後に、人材パイプラインの整
備による「人材の見える化」の重
要性をお伝えして私のプレゼンテ
ーションを終わりにいたします。

企業買収を成功に導くための統合的なアプ
ローチを力説する正田氏

2  ボゴシアン氏の講演

3  正田氏の講演
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各部会からのお知らせ

商工総務部会
南加日系企業実態調
２月に実施
　JBAが、２年ごとにジェトロ・ロ
サンゼルスと共同で実施している

「南カリフォルニア日系企業実態
調査」の2010年調査が、いよいよ
２月に実施されます。２月初旬にE
メールにてアンケートを送付させ
ていただきますので、ご多忙の折、
恐縮ではございますが、ぜひ回答
へのご協力をお願いします。
　本調査は、南カリフォルニアの
日系企業を対象とした他に例のな
い大規模なもので、調査結果はJBA
のウェブサイトで公表されます。
また、ご回答いただいた企業の皆
様には、今回の調査結果のポイン
トをわかりやすくまとめた資料を
送付させていただきます。
　本調査を通して、当地の日系企業の
地域経済への貢献やビジネス活動の
障害・不満・要望を州政府等に伝えて
いきたいと考えておりますので、調査
の信頼性を高めるためにも、皆様方の
ご協力よろしくお願いします。

企画広報部会
LAマラソン支援
ボランティアを募集
　JBAでは今年もLAマラソン支
援のためのボランティアを募集し
ます。今年で６回目になりますが、
毎年多くの会員およびその家族の
方々にご協力いただいています。
　今年のLAマラソン開催は３月
21日（日）で、25周年の記念大会
です。コースもドジャースタジア
ムからサンタモニカピアまでと変
更になりました。

　今年は23マイル地点におけるオ
フィシャル・ウォーターステーショ
ンでの選手支援となります。ロサン
ゼルスのビッグイベントに、ご家族
での参加をお待ちしています。ボラ
ンティア参加者にはLAマラソンの
公式Ｔシャツが支給されます。
　問い合わせは、申し込みは、JBA
事務局の森（E-mail:mori@jba.org）
までお願いします。

異業種交流会
ミキサーのご案内
　来たる２月４日（木）、午後７時か
ら９時まで、ミヤコ・ハイブリッドホ
テル・トーランス（21381 S. Western 
Ave.）にて、異業種交流会（ミキサー）
を開催します。今回は、昨年末にオー
プンしたばかりの同ホテルでの初
のミキサーとなります。
　会費は、JBA会員が15ドル、非
会員は30ドル（非会員は会員の紹
介が必要です）。軽食付きで、ドリ
ンク類は各自で負担してくださ
い。申し込みはＥメールにて、JBA
事務局の森（mori@jba.org）まで。

特別ビジネスセミナー
開催のお知らせ
　来たる２月５日（金）、午前９時
30分から正午まで、ミヤコ・ハイブ
リッドホテル・トーランス（21381 
S. Western Ave.）にて、特別ビジネ
スセミナー「2010年米国経済の展
望と、米国産業、金利・為替市場の動
向」を開催します。講師には、三井住
友銀行市場営業統括部NY駐在シニ
アエコノミストの森谷 亨氏と、同
行企業調査部NY駐在部長代理の高
田俊希氏をお迎えします。
　「危機対策からの出口の模索」と

「新たなグローバル成長システムへ
の移行」という大きな課題を抱える
世界経済という視点から、米国経
済・金融・為替市場について分析し
ていただきます。また、金融危機前
後の米国産業動向について、マクロ
経済、金融市場、企業業績等、様々な
切り口から分析、これまでの動きと
今後の見通しを考察します。
　会費はJBA会員は無料、非会員
企業の方は20ドル。申し込みは
Ｅメールにて、JBA事務局の森

（mori@jba.org）まで。

環境委員会
環境経済についての
勉強会を開催
　２月17日（水）午前９時30分から
11時30分まで、JBAオフィスにて、
東京大学大学院で環境経済を研究
されている石見教授をお迎えし、地
球温暖化の経済への影響に関する
勉強会を開催します。石見氏の近著

『地球温暖化問題は解決できるか？
　実現可能な方向を求めて』の内容
を中心に、温暖化ガス排出削減の可
能性などをご講義いただき、参加者
全員で温暖化対策に関する情報や
意見を交換する予定です。
　会費は無料。申し込みはＥメー
ルにて、JBA事務局の森（mori@jba.
org）まで。

ソーラーハウス
見学ツアー実施
　２月26日（金）、午後２時30分
から5時まで、ソーラーハウス見
学ツアーを行います。環境活動
家でありドキュメンタリー映画

『Who Killed the Electric Car?』 の

監督でもあるChris Paine氏のカ
ルバーシティーにある自宅、通称
MARRAKESH HOUSEには、太陽光
発電パネルを始めとして、多くの
環境技術やアイデアが導入されて
います。この邸宅に太陽光発電パ
ネルを設置した三菱電機の協力
で、見学ツアーを実施します。
　費用は１人20ドルで定員50名。
申し込みはＥメールにて、JBA事
務局の森（mori@jba.org）まで。

第２回JBA
環境会議を開催
　昨年度好評だった環境会議を、
今年も３月５日（金）の午前９時か
ら正午まで実施します。会場は、ミ
ヤコ・ハイブリッドホテル・トーラ
ンス（21381 S. Western Ave.）。
　今回はパネリストにALL NIPPON 
AIRWAYSのゼネラルマネージャーの石
井さん、伊原総領事（基調報告）、TOYO 
TIRE HOLDINGS会長で、JBA会長で
もある木畑さん、UNION BANKプ
レジデントの田中さん（特別講演）、
RICOH ELECTRONICSプレジデント
の山下さんをお迎えして、参加者と
一緒に日系企業の環境ビジネスや
環境活動の将来を話し合います。
　会費は無料。申し込みはＥメー
ルにて、JBA事務局の森（mori@jba.
org）まで。

お詫びと訂正
JBA NEWS １月号の第12回トーランス
／ジャパンビジネスパートナーシッ
プ・レセプションの記事（６ページ）で、
スポンサー企業のEnagic USA, Inc.の社
名が抜けていました。訂正すると共に、
同社にご迷惑をおかけしましたことを
お詫びいたします。
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に１人（乳児）は付いていました。
　午後３時から１時間半、楽しい
ひと時を過ごさせていただけまし
たことに、感謝申し上げます。

2010年の幕開け
 

　節目の2010年が粛々と明けた、と
言いたいところであるが、世界同時
金融危機は未だに尾を引き、すべて
の分野に暗い影を落としたまま新
年が明けた。そこから抜け出すには
まだ時間を要すると思われるが、そ
の余波は当校の生徒数にも影響し、
JBA会員の各社の子女には、JBA傘
下にあるあさひ学園への入学をお
願いしたい。
　あさひ学園３学期の始業式が、
サンタモニカ校・サンゲーブル校・
トーランス校・オレンジ校の４校
で行われ、園児・児童・生徒らは、い

あさひ学園事務局

あさひ学園

ずれも溌
はつ

剌
らつ

とした元気な姿で登
校してくれた。これらの生徒たち
の顔を見ていると、不景気のいや
な風が瞬時に吹っ飛んでしまうの
で、存在そのものがありがたい。
　正月を挟んでの冬休みは、それ
ぞれの思い入れがあるのか、日本

へ里帰りした生徒もアメリカで正
月を過ごした生徒も、身振り手振り
明るい顔で、楽しく語り合ってい
た。しかし、３学期は短い。正月気分
に浮かれることなく、残された学年
の最後の授業に身を入れてほしい
と願うばかりである。

Orangewood Children’s Home（OCH）訪問
 

　12月６日日曜日、Orangewood 
Children’s Home（OCH）を訪問し
ました。日本でこのような施設につ
いての勉強をさせていただいてい
たので、大変興味深く体験すること
ができました。さすがはアメリカら
しく、法律、施設環境、教師陣も、理
想的に整っておりました。
　入り口は２カ所あり、検問所の
ような所では厳重なセキュリテ
イーがありましたが、中に入ると
森の中のコテージに来たようで、
情緒共に落ち着く最良の環境で
した。

文・Pacific Guardian Life　今井かをりさん

オレンジ・カウンティ地域部会

　ホームは家族を思わせるように
設計されていて、６ベットルーム、
広いダイニングにデンがあり、指
導者は４人に１人（４歳児）、２人

新入会員
Fujitsu Frontech North America Inc.
25902 Towne Centre Dr.
Foothill Ranch, CA 92610
☎949-855-5533
FAX: 949-855-5527

住所変更および連絡先変更
Sun Automobile U.S.A., Inc.
1659-A E. 28th St.
Signal Hill, CA 90755

World PeopleUSA, Inc.
21250 Hawthorne Blvd. Suite 500
Torrance, CA 90503
☎310-699-1953
FAX: 310-872-5049

HampStead USA, Inc.
2377 Crenshaw Blvd. #154
Torrance, CA 90501
☎310-212-7103
FAX: 310-212-7809

社名変更
i-LOGISTICS(USA) CORP.⇒
ITOCHU LOGISTICS (USA) CORP.

主管者変更

TABC, Inc.
Toshihiko Kurotani⇒
Yoshiaki Nishino

UTOC AMERICA, INC.
Ryoji Yanaka⇒Takahito Yaita

Jalpak International America, Inc.
Makoto Nakamura⇒
Fumio Takeda

YKK (U.S.A.), Inc.
Reisuke Aratani⇒
Michitaka Hirose



住友林業株式会社　海外事業本部
海外レジデンシャルグループ（日本）
Tel: +81-3-3214-3541
Fax: +81-3-3214-3542

“総合力”の住友林業HPへ　　　実例公開中 !!  いますぐ必見

注文住宅 分譲住宅 土地の売買・
賃貸物件紹介

アパート・
マンション経営

マンスリー
マンションリフォーム

住友林業ならではの“ワンストップ対応”住友林業グループのサービス一覧
※ 地域によって、ご提供出来ないサービスもございます。

帰国後の住まい。
カリフォルニアにお住まいの皆様、
こんな質問はございませんか？
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